
BRM505 イザベラｘ真澄２００ｋｍ 参加案内 

 

BRM５０５イザベラｘ真澄にご参加を頂きましてありがとうございます。 

本ブルベは八戸をスタートしてから，新緑が輝く奥入瀬渓谷―十和田湖―発荷物峠を経由してかつては日本最大

の鉱山の町であった秋田県小坂町に立ち寄ります。明治時代の建物がよく保存された，その名も「明治通り」を

じっくりとお楽しみください。そこから鹿角を通過して岩手山を回り込みながらゴールの盛岡駅に向かいます。 

 

ルート上の注意点： 

１） 写真ポイント１ 

 

 



十和田市を過ぎますと道は徐々に登り始めやがて奥入瀬渓谷に入ります。川のせせらぎに癒されながら気持

ちの良いゆるい勾配の登り区間をお楽しみください。登りきりますと十和田湖が見えてきます。左手にこの

口港が見えてきます。ゴールデンウィク中の開催であるため，交通量が多い可能性があります。また進行方

向左側には綺麗な滝があり，マイカーがその前を駐車しますので，要注意です。 

 



２）写真ポイント２。 

奥入瀬を登りきりますと十和田湖が見えてきます。右手に子の口港が見えてきます。この口駅の写真を撮

ってください。（AR いわき大平さん写真提供） 



 

発荷峠手前の工事区間の写真。２００ｍほど砂利道になっていますので，要注意です。（写真 AR いわき大平さん

提供） 

 



 

３）写真ポイント 3. 

小坂鉱山は明治時代，銀の生産高が日本一の鉱山でありました。銅，亜鉛，鉛の生産が主体となり，１９９

０年まで存続しました。現在首都圏のゴミの最終処分場になっています。廃品からレアーメタルを回収する

事業も行っています。（ウイキペディア） 

見どころ：鉱山事務所，芝居小屋「康楽館」は国の重要文化財の指定を受けています。現在でも康楽館で上

演されます大衆劇は人気を博しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 





いに 

▲ PC１からゴールまでは比較的交通量が多いルートです。 

▲ ゴールのコンビニに到着してからの手続きは別途ホームページに掲載しましたのでご覧ください。 

▲（江戸時代盛岡市内には船橋が北上川にかかっていたようです。「菅江真澄民族図会より」） 

皆様にお目にかかるのを楽しみにしています。 

BRM５０５イザベラｘ真澄主催担当 



井手マヤ 

 

おまｋ 

 

 


